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生型鋳遇技法の展開と商品開発 へ の可能性 (そ の 1)
一 高岡伝統産業青年会貞と高岡短期大学生の合向研究成果報告 一
高岡伝統産業青年会
高岡短期大学 金属工芸 コ ー ス
合同研究会で鋳型を作り終えた高岡伝統産業青年会員と高岡短期大学金属工芸コ
ー ス 学生
こ の報告書は ､ 39歳以下 の 若手後継者で組織す る高岡伝統産業青年会の 会員と , 高岡短期大
学金属工 芸コ ー ス 学生の有志が行 っ た第1 回合同研究会の経緯と成果等を記録し, 今後の 伝統工
芸産業の 活性化を図ろうとするもの で す｡ 研究会は ､ 本来, 一 品種大量生産型 である生型鋳造技
法を多品種 一 品生産型に展開し､ 従来に無い 商品を試作すると いうもの で した｡ その
一 方で ､ 伝
統に縛られ た意識の 改革や ､ 視野の 拡大など内面的な成果を期待しま した ｡
< 日次>
･ 平成 14年皮 高岡伝統産業青年会 会長 内田和弘
･ 高岡伝統産業青年会開発研究委貞会 薮 元昭 ･
･ (秩) 能作 代表取締役能作克治 - - -
･ 高岡伝統産業青年会 国本耕太郎 ･ ･ - ･ ･ ･
･ 高岡伝統産業青年会 中山裕晃 ･ - ･ - ･ ･
一 高岡伝統産業青年会 藤井康彰 - ･ - ･ ･ ･
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸コ ー ス 1年生
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸 コ ー ス 1年生
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸 コ ー ス 1年生
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸コ ー ス 1年生
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸コ ー ス 2年生
･ 高岡短期大学産業造形学科金属工芸 コ ー ス 2年生




























*学生の 学年は合同研究会参加当時のもの ｡ 現在(*1)は同2年生､ (* 2)は高岡短期大学専攻科1年生､ (*3)は(秩) 山森製鉄
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生型鋳造の職人か ら鋳型作 りを指導 して もらう 学生 は自分で鋳型を作 りデザイ ンを考える




こ の 度､1高岡伝続産業青年会と高岡短期大学と の 生型鋳造勉強会を企画 し実施する こ と が で き
ました ｡
近年の 長期に わ たる不況 の下 ､ 伝統産業界を取り巻く問題も多岐に わた っ て います｡ 海外輸入
製 品と の 競合 ･ 流通体制の 見直し ･ 技術低下 ･ 原材料問題 ･ 後継者不足等々 の 様々 な問題が あ
り､ 現 実に は ､ 満足 で きる状況 にあるとは言えません ｡
こう い っ た時代の大きな転換如こあ っ て ､ 同 じ高岡に ありながら金 工や漆工 に携わ る伝産青年
会と ､ 高岡短期大学の学生と の 交流 は無い に等し い 状態でした ｡ その 中で伝統産業振興策の 一 つ
と して ､ 勉強会 (合同制作研究会)r. と い う舞台を設定し学生と伝産青年会と の 交流 を企画 しま し
た ｡ 学生 にと っ て は, 地場 の 鋳造工場で の 技術向上 へ の 取り組み や ､ 実際の 事業所の 空気を感じ
取る機会と なる よう､ 伝産青年会月にと っ て は , 学生の ユ ニ ー クな発想や制作に対す る積極的な
姿勢を学ぶ機会 となる よう､ お 互 い の 成果を期待 しま した ｡
今後も､ こ の ような合同勉強会を毎年実施し､ 高岡伝統産業青年会と高岡短期大学の 発展と相
互 の 資質向上 に役立 つ よう努力して行きた い と思 い ます｡ 高岡伝統産業青年会は モ ノ づくりの 街
高岡をア ピ ー ル し､ 更に積極的な活動を進めた い と考えております｡
･2上 平成1 4年度合同研究会の実施計画 ･ 運営と感想
高岡伝統産業青年会開発研究委兵舎 蔽 元昭
平成 14年度の 高岡伝統産業青年会の勉 強会は ､ 平成14年12月 .1 日 の 日曜日 に ､ 高岡伝統産
業青年会と高岡短期大学生 が初 めて合 同で行 っ た研究会と なりま した . こ れ は.､ 地元鋳造企業の
作業所を使用 して ､ 生型鋳造技法で ペ ン皿 と トレ - を制作すuると いう内容で し.た . 生型鋳造技法
を利用 した研究制作は ､ ･ 勉強会の 事前打ち合わせ の なか で高岡短期大学の 三船先生か ら捷案され
たもの で した ｡ ペ ン 皿とト レ - の デザイ ンは高岡短期大学の 学生たちが行い , ベ ー ス となる こ れ
ら の 原型制作は伝産青年会が担当しました ｡
伝産青年会の 会員は学生 の 自由な発想に触れる機会として ､.また, 学生は当青年会を通して地
場産業 へ の接点と理解を持つ 機会として こ の勉強会を企画しました｡ その た吟に は ､ 先ず､ お 互
生型鋳造技法の展 開と商品開発 へ の 可能性 (その 1)
伝産青年会旦も各自 で鋳型を作 る ス タ ンプ で押して生型を作 る学生
い が 同 じ目線に立 つ こ と ､ どちらか が 一 方をリ ー ド しで押し付けな い こ と､ そして ､ どちらか が
相手を利用 しな い こ となど, 両者が対等な立場で ある こ とを常に意識 しながら運営を心が けまし
た ｡ 前例の な い 企画と運営であ っ たた め ､ 手探り状態の 部分も多くあり､ 以後の勉 強会に向けて
今回の 反省点を改善した い と思 っ て い ます.
こ の 合同研究会で制作した学生と伝産青年会月の作品は ､ 平成15年1月22日から1月27日
に伝産青年会が主催した
`
暮らしの か ほり展, で展示販売され ､ 来場者にも大 きな関心を持た れ
ま した ｡
来年度以 降も, 当青年会と高岡短期大学の 学生 がお互 い の 立場を尊重 し, より良い 刺激を受け
られ る勉強会を企画 して行きた い と思 い ます｡
3 . 合同研究会 の鋳造を辛が けて
(秩) 能作 代表取締役 能作克治
こ の度, 高岡伝統産業青年会と高岡短期大学学生 の合同研究会実習の指導と鋳造を手掛ける こ
と と なりま した ｡ か つ て , 私自身も高岡伝統産業青年会に長年に わたり在籍して い た事もあり ､
今回の 実習の 相談を受けたときは , 大変有意義な事だと感じ協力させ て い ただきました｡
高岡の 地場産業と高岡短期大学は距離的には非常に近 い所にあり､ 表面的な交流 は あ っ た もの
の ､ これ まで , 学生と地場産業, 特に学生 と製造現場の 交流 は ､ 過去に はなか っ た ように思 い ま
す｡ 実際に , 共通 の テ ー マ で生塑鋳型を製作 してみ ると ､. 学生の 方法は現場の鋳型製作の 発想や
造形方法と少 し違 っ た ように思わ れました ｡ また ､ 学生が真剣に制作に取り組む姿に , 少なか ら
ず感動を覚えました ｡ お そらくこ の こ とは､ 参加した伝産青年会の 全月が感じ取 っ た こ とだと思
い ます｡
こう い っ た合同研究会は初 め ての 試み で した が , 今回だけで は なく定期的にテ ー マ を設 け合同
で実習を行っ て い くこ とが必要だと感 じました ｡ 不況で あえぐ地場産業にと っ て学生 の発想は カ
ン フ ル剤となり, 一 方で は ､ 学生に とっ て広く高岡を理解し地場産業を身近に感じる事がで きる
の で はな い か と思 い ま した ｡
本当の意味での産 ･ 学の交流は､ これか らで あり, 今後､ こ の ような合同研究会が､ 高岡短期大学
の授業の 一 環として カリキ ュ ラム に組み込まれるこ とはない の かと感じました ｡ これからも合同研究
会が開催されるようなことがあれば､ 微力ながら全面的に協力して行きたい と思 っ て い ます｡
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鋳型面 に ツ マ ヨウジで文様を描く シワを つ けた ア ル ミ ホ イ ル の 文様を写し取 る
4 . 合同研究会 へ 参加 しての感想
高岡伝統産業青年会 国本 耕太郎
合同勉強会に参加 し, 通常の 業務 の 中で は体験 で きない こ とを経験 で きた こ と が
一 番の収穫で
した ｡ 同時に ､ 学生と共同で 制作す る こ とで ､ 考え方や もの づくり - の 取り組み 方な ど､ 普段得
られな い 刺激を受ける こ と がで きま した ｡伝産青年会メ ン バ ー と学生がお 互 い に刺激を与え合 い ､
お 互 い の 良い と こ ろ を学ん で い ける機会をも っ と増 やすべ きだと思 い ま した ｡ 個 人的に は ､ 今後､
学生の 中か ら, ｢作家｣で は なく伝統産業に従事する方が多く 出て きてくれ る こ とを願 っ て い ま
す｡
高岡伝統産業青年会 中山裕晃
私自身は ､ 銀製品の 製造を生業として い ます｡ そう いう意味で は ､ 高岡銅器 の こ とを十分 に理
解して い るとは言えませ ん ｡ 伝産青年会と学生が同じ位置に立 っ た今回の勉強会は とて も新鮮な
もの で した ｡ こ の勉強会を企画する にあたり ､ どう い う内容が両者に とっ て有意義なの か , 何度
も話し合い を重ねた と聞きます｡･ただ 実習を行うだけならばも っ と簡単に行えたの で しょうが ､
今後の 地場産業と大学と の つ ながりを考えるならば､ こうい う話し合 い の プロ セ ス を踏ん で行く
こ と が双方にと っ て プ ラス に なると思 っ て い ます. 私た ちに実習の場を提供で きる企業は まだま
だ 限定されて い る の が現状です｡ 今後は金属 工芸の 分野だけで はなく ､ 漆器 の 分野 にも広 が っ て ,
こう いう試み が長く続くこ とを期待 して い ます.
高岡伝統産業青年会 藤井康彰
学生と共 に行う勉強会で した が､ 興味深か っ た の は ､ 鋳型 の 中に ガ ラス 玉を入 れ , そこ に真鎗
を鋳造する と い う発想で した ｡ 高温で 溶けた真魚 と冷た い ガ ラス の組み合 わせ ｡ こ れ は ､ 私に と
っ て は危険に思 える作業で した｡ こ の ような学生 の 形式に囚わ れ な い 考え方に触れ ､ 驚かされ ､
そして自分が銅器の仕事をして い る中で , 知らず知らずのうちに ､ 常識の 範囲内で しか仕事をし
て い ない ことに気付か されました ｡ 柔軟な発想を待 っ た学生たちと同じ立場, 同じ現場で作業を
す る こ とにより､ 新しい 発見があり良い 刺激にな っ て行くと感 じま した ｡ また , 学生に は ､ 嫁 が
あ っ て高岡に来た の で すか ら, 在学中に 一 人で も多くの 産業界の 人と交流 し､ 知人を増や して欲
しい と思 い ました｡
生型井遊技法 の展開と商品開発 へ の 可能性 (そ の 1)
文様つ けは 真剣作業
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鋳造した学生 の ひ ょ う た ん形のJt鐘小皿
高岡短期大学産業造形学料金属工芸コ ー ス 1年生 小塙裕美子
今回の鋳物体験で は､ ペ ン 皿 の生型鋳造 の鋳型の 中に ｢カガ ミ｣ を入れて み ると い う自分の 考
えが実行で き､ 満足 して い ます. そして､ 面白い作品に な っ た の で大変気に入 っ て い ます. また､
私た ち学生で話し合 っ て , ト レ ー がひ ょうたん形の 皿 に決ま っ た時は ､ 正直､ どん な作品 になる
の か不安で した｡ で も､ とてもかわ い らしい 作品になり､ 部屋の イ ン テリ アとして使 っ て い ます｡
こ の ような合 同研究会の 機会があれ ばまた参加したい と思 い ます｡
高岡短期大学産業造形学料金属工芸コ ー ス 1年生 高津康予
私は以前か ら鋳造 に興味が あ っ た の で , こ の 合同研究会に参加させて い た だきました ｡ 今回は
生型の 鋳型に自分の デザイ ン した絵､ 模様などを描き, 鋳造業者の 方に鋳造 して い た だきました｡
数日後で きあが っ た作品が手元 に届 い た 時､ とても嬉しく思 い ま した ｡ それと ともに作品 へ の愛
着がある こ とにも気づきま した ｡ 次回は実際に体験する こ とが できなか っ た鋳造 の 工程に も携わ
りた い と思 い ま した ｡ こ れらの こ とは , 今後の授業に役立つ と思 える の で ､ とても い い経験 にな
っ たと感 じて い ます｡ この気持ちを大切に これからも作品と向き合 い たい と思 い ます｡
高岡短期大学産業造形学料金属工芸コ ー ス1年生 廉薄美紀
今回の勉強会で は ､ 能作さん に協力して い た だき､ プ ロ の現場で作品作りをさせ て い た だくと
い う貴重 な体験を しま した ｡ 大学で使 っ た生型砂と は全然きめ細かさが違う特殊な砂を能作さ ん
の 工場で は使用 して い ました ｡ 砂の 鋳型に模様を措 い た時に ､ とても描きやすくて感動しま した ｡
そして ､ できあが っ た作品を触 っ てみ ると, さらに驚きました ｡ 大学の 生塑砂で作 っ たもの とは
触り心地が全く違 っ て い ました ｡ すべ すべ で ､ サラサラ して い て手に引 っ かか る感じや不快感は
ありません ｡ ヤス リをか けなくてもワイヤ ー ブ ラ シで磨い ただ けで充分なくら い キ レイな鋳肌 で
した ｡
今回は こ れ らの 作品を売るとい う企画なの で ､ 自分の作 っ た作品に値段を つ けなければなりま
せん ｡ ところが ､ これが なかなか難しい と思 い ました｡ 自分の 作品だと思うとそん なに高い 値段
を つ けられない と思 っ て しまう の ですが ､ 能作さん の鋳物の技術は素晴ら しい もの だし ･ ･ ･ ｡
結局そん なに高い 値段は つ けられませ ん で した｡
`
暮らしの か ほり展, で実際に売られて い る様子 も見に行きました ｡ 出品して い る他の 人の 作
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鋳 造 し た学生 の真魚の ペ ン皿 ア ル ミ ホ イ ル の シ ワ を文様に した学生の ペ ン 皿




. こ こ は こうすれ ば良か っ た ､.ああすれ ば良か っ た と思えると こ ろが ありま した o そ
う思う部分 がある と い うこ と は ､ まだ完成 した作品とは言えな い の だなと 思 い ま
,した o
'
こ の 勉強会で は , 自分自身- の い ろ んな課題が で てきま した ｡ そして ､ 本当に学んだ , 得るも
の があ っ たと言えるよう､ 課題 に取り組ん で いか な-けれ ばならない と思 っ て い ます｡
高岡短期大学産業造形学料金属工芸コ ー ス 1 年生 路川順混
生型鋳造 は , 授業で事前に経験 して い た の で大まか な流 れ は つ かん で い ました ｡ 授業と比 べ る
と ､ プ ロ の仕事はその 道具や材料が製品をより良く作れる ように考えられて い ました ｡ 大量生産
的な工 芸は生活に根付い て きた もの で ､ 人 々 の 生活ととも･に発展 して きた もの だ と思 い ました ｡
現代の 生産方法を体験した こ と で古代の 鋳造に い っ そう興味が持てま した ｡ こ れか らは ､ 新しい
近代的な技術は当たり前の ように勉強して行くの で ､ 昔の 古い 技術を知り ､ も っ と人間や鋳造 の
ル ー ツ を学んで い きた い と考えました ｡
高岡短期大学産業造形学料金属工芸 コ ー ス 2年生 小田敏明
地域交流 の 一 環として軽 い 気持ちで参加した勉強会で したが ､ 貴重な体験に なりました○ こ の
企画 の 目的に ､
･
暮ら しの か ほり展 , で作品を販売す る こ と が ありま した ｡ 考えて み る とそれ ま
で自分 の 作品制作の 中に ､ 商 品製作と い っ た意識 がなか っ た の で ､ 原価計算､ 価格設定をす る こ
と は ､ とて も興味深 い もの で した ｡
鋳型製作の体験で 言うなら, 使用した鋳型砂が高岡短大で使っ て い るもの とは違い ､ きめ細か
く粘りが あ っ て , 作業効率の 良さ に驚かされ ､ 今まで の砂填まみ れ の生型鋳造の イ メ
ー ジが変わ
りました ｡ また , 職人さん の 仕事や , 使 っ て い る道具 ､ 工場の 雰囲気な どを見る ことがで き勉強
に なりま した ｡
今 臥 私 は ､ 3 品展示 させて い ただ い た の ですが ､ 3品とも売れ残っ て しまい ました ｡ ｢ 売れ
る商品と は なにか｣ と い う､ と ても難 しい 課題が残 っ て しま っ た わ けですが ､ こ の こ とを今後の
作品制作に テ ー マ と して取り入 れ , 消化して い きた い と思 っ て い ます｡ この 勉強会で は , 企画か
ら販売まで の 物の 流れ を体験する こと で ､ 今まで見えて こ なか っ た 部分に気付くき っ か けになり
ました ｡ その 一 つ に ､ お皿 の 原型 モ デ ル が ､ イ メ ー ジ通りの もの にで きあが っ て こ なか っ た こ と
があります｡ 原因は , モ デ ラ ー に形を正確に伝えられなか っ た ため です が ､ こ の こ とは, 図面の
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重要性を改め て敢 えて くれ ました ｡
い ろ い ろと考える こ ともありま したが, 楽しく実の ある生型鋳造 の勉強会で した o
高岡短期大学産業造形学料金属 工芸 コ ー ス 2年生 松 田梨沙
日頃か ら何となくは知っ て い ても実際 に体験して ､ その 世界 に入 っ て み ない と分か らな い こ と
はよくあります｡ 今回の合同勉強会を通 して ､ 社会に通用する仕事や ､ 商品と して の完成度, 人
の 手に渡る とい うこ との 重大さ , 企業として成り立 つ 価格を付ける こ とな ど､ 学生 の立場で は決
して体験する こ と の な い 生産の現場を見 る こ とがで きま した ｡ こ れは ､ 自分にと っ て ｢もの｣ と
｢ひと｣ と の新 しい 考え方を発見する機会と なり, 参加して 良か っ たと感じて い ます｡
自分が造 っ たもの を売ると い うこ とは初め て なの で , アイデ アを考えると こ ろ か ら普段の制作
と は少 し違 っ て い ま した ｡ まず､ 買 い 手の こ とを考える と い う こ と ､ すなわち ｢ 使い やす い 形｣
｢用途を限定しな い シ ン プ ル なもの｣ を重視 して 原型を デザイ ン しま した ｡ 自分 の や りた い こ と
や ､ 実験 的にしてみ た い こ とな どは後回しに なり ､ 文様付けの 時に思う存分取り組み ました ｡ 私
た ち学生が鋳造する場合は失敗がつ きもの ですが ､ 今回 (秩) 能作の鋳造技術により仕上 がりは
完壁 で した ｡ 仕事量や作業時間も全く違い ､ 地場産業の 現場の 凄さを見ました ｡ その こ と に驚き､
そ して仕上がりで は鋳肌 の 美しさに感動しました｡ これは , 売り物としての 質の 高さに大きく影
響する こ と です｡ や はり, きれ い で あれ ばそれ に こ した こ と はありませ ん ｡ 完成度をあげる こ と
が売り物と して の 価値を高め ､ 人の 目にとまる の で は な い か と思 い ます｡ 仕上げて ゆく につ れ ､
不思議なこ と に ､ 買 っ てくれ る人の こ とを考えて い る の に気付きま した ｡ 売れ るか どうか分か ら
ない の ですが ､ も し､ お金を払 っ て買 っ てくれる人が い た なら大事にされ るように と願 い ながら
まるで 自分 の 分身の ように思 っ て手が けました ｡ ｢買う｣ と いう こ とは ､ その 人が気に入 っ て く
れ たか ら ､ い い なと感じてくれ たか らだ と思 い ます ｡ それ は , 自分 にと っ て作品に対する自信に
も繋がり , 思 い 切 っ て や っ て よか っ たと感 じて い ます｡
こ の 合同勉強会を通 して ､ 学生の 私た ちが社会における ｢もの造り｣ の 現場を見る こ とは ､ 今
後, 社会に出て い く自分たちの 進路を考えるき っ か けにもなります｡ こ れか らも社会と学生が交
流する横会を大切 に し, 是非続けて い っ て欲しい と思 い ます｡
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5 . 高岡銅器 へ の提言と合同研究会の意義
高岡短期大学産業造形学科 三船温尚
高岡は伝統工芸 の 盛ん な地域で す｡ 銅器 (青銅器) を中心 に漆芸 ､ 木工 芸な ど多様な工芸品 が
生産され て い ます ｡ そ して こ れ らの 工芸 は例外がある もの の ､ 他の 地域 の 状況 と同様､ 美術 工芸
作家が 一 品を制作する ｢ 美術工芸｣ と, 職人 が大量 に生産する ｢ 産業工芸｣ に 二極化して い ます｡
前者は ､ 普段使 い で はな い 特別な場で使う工芸 で ､ どちらかと言えば鑑賞用で 高価で す｡ 後者は ､
か つ て の手工 芸を出発に して い る こ と から工芸 の範時に含ま れて は い ますが ､ 機械生産に よる大
量生産を目指したため ､ 実質的には 工業製品となん ら変わ らない 生産体制にある とい えます｡ こ
の 工業生産的産業工 芸品は ､ 美しさ, 心地よ い 感触､ 使 い や すさと い っ た工芸 に と っ て重要な要
素が , 機械生産中心主義に よ っ て欠落して きました ｡ そして , その生産現場に い る多く の職人が ､
工芸品で はなく工業製品を生産して い るの だと考えてきた こ とが, こう い っ た産業工芸の 問題を
い っ そう深刻に し, なすすべ もない と思える ところまで硬直させ て しま い ま した｡ い ささか厳し
く言えば ､ こうい っ た産業工芸品は ､ もは や ､ 人々 の 暮らしを彩らなくなり, 心豊か な暮らしに
貢献しなくなり , 日本 の 生活文化を支えるもの で は なくな っ た の です｡
か つ て の い わ ゆ る右肩上が りの社会変化の なか の 工 芸と , 今後の 工芸 で は ､ その あり方は根本
的 に異なる こ と が容易に予想され ます｡ 2006年を境に して ､ 日本の 人口 が減り始め 少子 高齢化
社会に向かう現象は , これまで の 日本が経験 した こ と の な い社会構造を作り､ 人々 の社会意識 が
眼 には見えな い けれ ども確実に変化して 行く ことを意味して い ます ｡ こう い っ た変化を考えれ ば ,
私たちが こ れから消費するもの は ､ か つ て の ｢ 大量 の モ ノ｣ で はなく ､ ｢ 豊かな時間｣ な の だと
言われ るこ と にもうなずけます｡
こ の ような社会変化の なか で , 高岡銅器と い う生活工芸品が ､ 今後､ 人々 に受け入れられ るに
は ､ 確固とした提供意識 が製作者側 になければならな い こ とが理解で きます｡ すなわち､ 銅器 を
消費者に手渡して ､ 銅器その もの の 用途以外に､ 豊かな時間を消費するため の 具体的な要素を付
さら
加するとい う明快な目的意識が必要で す｡ そうしなけれ ば, 消費者の 厳し い 限 に晒され､ とうて
い 要求に は応 えられ な い 結果 となる はずです｡ で は ､ 消費者は どう い っ た具体的なもの をこ れ か
らの 工 芸品に求め る の で し ょうか ｡ 低価格や多機能性､ 資源活用や 環境保護な ど, 21世紀に即
応 して 工芸に関する物理的な問題に言及する こ とも予想され ます｡ しか し, 今あらため て , 一 人
ひとりの 生活を豊かにする工芸品､ すなわち工芸の ｢美しさ｣ を求め るの で は ない かと考える こ
とがで きます｡ なぜ なら､ 上述 した社会に なるの であれば､ 表面的なキレイさで は なく､ 本質的
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な美 しさを備えた 工芸品を日常で使 い , 豊かな時間を心静かに過 ごすこ とを ､ 人々 が よりい っ
そう強く求め ると思える からです. 少子高齢化をむかえる 21世紀の 社会で は ､ ｢モ ノ の 豊かさ｣
で は なく ｢ 精神的な豊か さ｣ が文化を作り上げて い くの で は ない で しょうか ｡
現在対極にあ る美術工 芸を普段使い の 工芸 に取り入 れ る ことは , 価格や その 他い ろ い ろ な面
で当面は不可能で す｡ したカ去っ て ､ 先ずは ､ 現在, 産業工 芸に従事して い る人 たちが､ 待 っ た
な しで こ の 間題 に取り乱まなけれ ばなりませ ん ｡ しか し､ 敢えて言う ならば ､ こ れ まで機械生
産に頼り過 ぎた多くの 職人 はキ レイ に作 る こ とに は注 意を払 っ て も､ 美しく作る こ と に は無関
心で あ っ た の で はな い で しょう か ｡ で は ､ 一 体 どう い っ た もの が美しく , 人の 心を豊か にする
工芸品なの か ｡ これ を言葉だけで理解する こ とはで きませ ん ｡ 分 か る に は ､ 世界の 様々 な地域
の 工 芸品や古 い 時代の 工芸品な どを幅広く観て ､ どん なもの に心 が安らぎ､ 勇気が得られ る の
かを ､ こ れまで の 固定観念や 常識を捨てて 感 じ取る と い う地道な勉強をする しか方法はありま
せ ん ｡ こう い っ たも の を感じ取る こ とがで きれ ば､ 誰にと っ て も美しく魅力的な工芸品が作れ
る の で はな い で しょうか｡
そ ん なこ と を 一 人 で 考えて い た時 , 伝産青年会 か ら今回 の 合 同研 究の 誘 い がありま した ｡ 実
は それまで に , 産業界と学生が共 同で お こ な っ た い ろ い ろな制作を 間近で見 てきま した が ､ 多
くは その 場的なもの で , 後にまで 有意義なもの が継続すると い うも の で は ありませ ん で した ｡
そ こ に は根本的な依頼者例 の姿勢が共通 してありま した ｡ それ は , 学生と 同 じ位置に依頼者側
が 立 っ て い ない と い うこ とで した ｡ 依頼者側 は資金と場所を提供 して ､ 少 し上か ら制作する学
生を見下 ろ して い ました ｡ した が っ て , 両者が対等で あ っ て初め て 生まれ る期待以上の 効果 ,
あ る い は展開して い く成果と い うもの は発生 しなか っ た の で す｡ こ うい っ た結果は ､ 共同制作
ばか りで なく多く の 交流 にお い て も同様で した ｡ 依頼した産業界もやがて 後に続かない 結果に
物足りなさを感じ､ 時として ､ 原因は学生を指導する大学数月の 消極的な姿勢だとすり替える
こ ともありま した ｡ それ ら の ことを教訓 として , 伝産青年会に こ れ らを充分説明したうえで ､
地場の 工芸 産業に と っ て も､ 学生に と っ ても , 将来に渡 っ て意義の あ る合同研究会にしようと
い う共通認識 に至りま した ｡ こ の ように ､ こ の研究会は伝産会員と学生が 同じ位置に立 っ て取
り組むとい う､ ごく単純で基本的なル ー ル を作る こ とから始まりま した ｡
生型鋳造は ､ 従来, 一 つ の 原型か ら短時間で多くの 鋳型を作る 一 品種大量生産型 の鋳造方法
で , い か に原型 に忠実に効率良く量産す るか と い う技術向上 を目指 して きました ｡ 高岡銅器で
は現在も主要な鋳造技法で す｡ 高岡短期大学で は 15年ほ ど前か ら､ 本来 の 一 品種大量生産型 の
生型鋳造の 特徴とは異なる , 多品種 一 品生産型 の 生型鋳造の 授業を実施 して きま した ｡ 具体的
に は ､ ペ ン 皿 の 原型から生塑鋳型を作り､ その 鋳型面に模様を描く方法や ス タ ンプ模様を押し
付ける方法で 一 品 一 品が異なる模様の 製品を鋳造する こ とや , 鋳型 の 隙 間に銅や ス テ ン レス や
ガ ラス を埋 め込ん で鋳ぐる む (流 し込んだ金属が 固ま っ て埋め 込ん だもの を固定する) 方法な
ど､ それ まで の 常識を超え'る生型鋳造技法で した ｡ 実は, こ の授業方法は苦肉 の 策で生まれた
もの で した ｡ 15年前は ､ 学生受け入れ 間もない 頃で授業科目や かJキ ュ ラム が充分に整理され
て い な い 頃で した ｡ 少な い 時間内に効率よ く学生 が生型鋳造 の 基本を理解し, 個々 の 造形ヤ ア
イデ ア を表現で き る方法と して 考え出 し､ 授業に取り入れ ました ｡ こ の 授業で は ､ 学生 の 柔軟
な発想か ら多く の 傑作や ユ ニ ー ク な作品 が数多く誕生 しました ｡ そして , 鋳型面 に模様を描け
ば鋳物砂が崩れ ､ こ の こ とによ っ て工 業製品に は見 られ な い独特の 手工芸 品の 表情が現れ る こ
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と も実感 しま した ｡
これまで 大学内に学生の こ の 生型鋳造作品を毎年展示 し､ 多くの 地場産業の 方々 に見て い た
だ き ま した ｡ そ の 度､ こ の 方法 を利用 し で商品開発 を して はと , 銅器問屋 や製造現場の 方 々 に
持ちかけた の ですが､ 残念ながら今日まで実現して い ません ｡
生型鋳造 の狭 い 固定観念を捨てて , 新し い 発想で ア イ デ アを盛 り込み 応用展開す れば, 商品
開発が無限 に広がり ます｡ 学生 の 作品は どれも型破りで ､ 伝統的な職人 の 仕事からは大きくか
け離れた生型鋳造 です｡ しか し､ 型破りで あるか らこ そ閉塞 した現在の 高岡銅器を打開す る大
きな起爆剤になる の で はな い かと期待して い ます ｡
こ れ か らの 工芸 品は ､ 幅広く消費者に 受け入 れ られ なけれ ばならな い 時代です ｡ こ れ まで に
高岡で蓄積 して きた高度な銅器 の 生産技術 を､ ある時 は捨 て 去 る勇気も必要 です ｡ そ して ､ 何
よ りも, 産業界全体が 工芸 に つ い て改め て根本 か ら考えて み る必要が ある の で は ない で し ょ う
か ｡
今回の 合 同研究会は , 次代を担う伝産青年会 と更 にそ の 次代 を担う学生が ､ 初 め て 同 じ位置
に立ち ､ 共 に真剣 に制作 したもの です｡ や はり ､ 学生を中心に した産学交流 で は ､ こ の こ と に
こ そ大きな意義が あるの だと改め て実感しま した ｡
